
学校番号 ３００２ 

令和３年度 農業科（資源動物科） 

 

教科 農業 科目 畜産 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 「畜産」（実教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

科目「畜産」では、（1）畜産物は重要な食料の供給源である（2）日本の地域経済にとって重要な柱である（3）

畜産は環境の守り手である（4）畜産は食と農をつなぐ大事な命の教育現場である 以上の 4 つのポイントを

学んでいきます。そして、1 年次では「日本の畜産の特徴と役割」「家畜の生理・生態と飼育環境」について

学び、科学的な考え方や知識を身に付けます。 

 

２ 学習の到達目標 

・畜産が食料供給において重要な役割を果たしており、地域経済にとり重要な産業であることを理解する。 

・畜産が人々の健康と生命に直結し、豊かな生活を提供する社会的役割を担っていることを理解する。 

・合理的な家畜管理と品質や生産性の向上をはかる能力と態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

点
の
趣
旨 

家畜の飼育技術の仕組

みや家畜生産の役割な

ど家畜の飼育と経営に

興味関心をもち、家畜と

飼育環境の相互関係か

ら飼育技術を総合的・体

系的に理解する意欲と

態度を身につけ、畜種に

応じ適切な飼育環境が

できる意欲的な態度を

身につけている。 

家畜の発達と生理・生

態の特徴と飼育環境お

よび飼育技術の関わり

を多面的に考察し、飼

育に及ぼす環境の影響

を適切に判断するとと

もに、畜産物の供給や

今後の畜産の発展と地

球環境との関わりにつ

いて適切に判断する能

力を身に着けている。 

家畜の特性を理解し、

飼育環境と家畜の相互

関係から基本的な飼育

技術を適切に活用する

ことができる。各家畜

に適した飼育管理技

術、家畜および畜産物

の利用方法を身につけ

ている。 

家畜の特性や、飼育環境、

産業動物としての役割に

ついての知識を身につけ、

飼育環境と家畜の相互関

係から飼育技術を総合

的・体系的に理解し、家畜

の飼育方法や飼育環境を

整え、畜産の今後の発展と

人間関係との関わり、地球

環境との関係について理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート 

レポート 

 

学習状況の観察 

ノート 

レポート 

定期考査 

 

学習状況の観察 

ノート 

レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

ノート 

レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単元名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

２
学
期 

日本の畜

産の特徴

と役割 

○日本の畜産の

特徴         

○日本における

畜産物の需給の

動向 

○畜産の役割    

○科学の発展と

畜産への活用  

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

ａ・日本の畜産の特徴に関心をもち、

世界の畜産との違いを理解しよ

うと意欲的に学習に取り組んで

いる。 

・自分たちの食生活を見つめる中

で、畜産物の需要について関心

をもち、調べることができる。                

ｂ・日本の食料自給率と畜産物の供

給、利用について考察し、その

活用について判断することがで

きる。また、これからの畜産の

あり方を判断できる。 

・「食料生産」「地域産業」「環

境保全」「食育」といった畜産

の多面的な役割について、総合

的に考えることができる 

ｃ・畜産物の需給の動向などについ

て、データをもとにまとめるこ

とができる。         

ｄ・畜産が食料生産において果たし

ている役割と畜産の課題につい

て理解している。 

・科学の発展が、畜産分野におい

て果たしている役割と畜産の

課題について理解している。 

授業観察 

ノート 

レポート 

定期考査 

２
学
期 

３
学
期 

畜産の生

理 ・ 生 態

と飼育環

境 

○家畜の生理・

生態                        

○飼育環境の調

節               

○家畜排せつ物

の処理と利用      

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ・家畜をとりまく飼育環境に関心

をもち、家畜の環境への対応能

力と飼育環境の改善、動物福祉

と家畜飼育についての学習に意

欲的に取り組んでいる。                

ｂ・家畜と飼育環境との関係を理解

し、家畜にとっての快適な環境

について考えることができる。 

・家畜の排せつ物の処理方法につ

いて、科学的にその方法を考え

ることができる。      

ｃ・家畜排せつ物の利用として、良

質な堆肥の製造を行うことがで

きる。             

ｄ・家畜の分類や家畜化の条件など、

家畜に関する基礎知識を身につ

いている。 

・一般的な家畜の生理・生態、動

物の恒常性、繁殖について理解

している。 

授業観察 

ノート 

レポート 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


